
安
曇
野
の
豊
か
な
水
資
源

地
下
水
の
保
全　

市
の
取
り
組
み
状
況

　

私
た
ち
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
地
下
水
の
保
全
等
に
向
け
、平
成
25
年
４
月
に「
市
地
下
水
の
保
全
・

涵か
ん
よ
う養
及
び
適
正
利
用
に
関
す
る
条
例
」
を
施
行
し
、
現
在
「
水
環
境
基
本
計
画
」
の
策
定
に
向
け
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
市
の
取
り
組
み
状
況
等
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

毎
年
６
０
０
万
㌧
相
当
の

地
下
水
が
減
少

　

安
曇
野
の
豊
か
な
水
資
源
は
、
あ
ら
ゆ

る
生
命
を
育は
ぐ
くむ
だ
け
で
な
く
、
安
曇
野
の

景
観
・
文
化
・
歴
史
を
形
成
し
、
わ
た
し

た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
地
下
水
に
つ
い
て
は
、
市
内

の
地
下
水
位
の
測
定
記
録
か
ら
扇
状
地
の

扇
端
部
よ
り
も
扇
状
地
上
部
に
あ
た
る
扇

頂
部
の
水
位
低
下
が
著
し
い
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
全
域
で
は
昭

和
61
年
と
平
成
19
年
を
地
下
水
位
等
高
線

で
比
べ
る
と
、
年
平
均
で
６
０
０
万
㌧
相

当
分
の
地
下
水
が
減
少
し
て
い
る
と
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
市
で
は
平
成
25

年
度
に
「
市
地
下
水
の
保
全
・
涵
養
及
び

適
正
利
用
に
関
す
る
条
例
」（
以
下
条
例
）

を
制
定
し
、
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
地
下

水
の
大
切
さ
を
再
認
識
す
る
中
、
か
け
が

え
の
な
い
「
み
ん
な
の
共
有
財
産
」
で
あ

麦
後
湛た
ん

水
事
業
で
39
万
㌧
の
水
を
地

下
へ
涵
養

　

市
で
は
こ
れ
ま
で
、
条
例
に
基
づ
き
、

地
下
水
利
用
状
況
の
届
け
出
や
転
作
田
湛

水
な
ど
涵
養
事
業
の
拡
大
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　

こ
の
う
ち
麦
刈
り
後
（
７
〜
９
月
）
の

麦
畑
を
利
用
し
た
麦
後
湛
水
検
証
事
業
で

は
、
連
作
障
害
防
止
な
ど
の
営
農
効
果
も

検
証
し
な
が
ら
、
地
下
水
を
増
や
す
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
下
水
涵
養
量

は
、検
証
を
開
始
し
た
平
成
24
年
度
は
１
・

３
万
㌧
（
25
㍍
プ
ー
ル
約
24
杯
分
）
で
し

た
が
、平
成
26
年
度
は
39
万
㌧（
25
㍍
プ
ー

ル
約
７
２
０
杯
分
）
と
着
実
に
増
え
取
り

組
み
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
度

の
目
標
面
積
は
、
40
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
し
て

い
ま
す
。
平
成
28
年
度
以
降
は
、
結
果
に

基
づ
き
、
地
下
水
涵
養
施
策
の
一
つ
と
し

て
、
事
業
化
を
目
指
し
、
さ
ら
な
る
面
積

の
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

地
下
水
保
全
に
向
け
、

「
水
環
境
基
本
計
画
」
を
策
定

　

現
在
市
で
は
「
市
水
環
境
基
本
計
画
」

の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
は

地
下
水
の
保
全
や
適
正
利
用
を
図
る
た

め
の
総
合
的
な
計
画
と
し
て
、
条
例
に

る
地
下
水
を
守
り
、
育
み
、
生
か
し
、
豊

か
な
安
曇
野
を
次
世
代
に
つ
な
げ
て
い
く

た
め
地
下
水
の
保
全
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

条
例
で
は
、
市
や
市
民
、
事
業
者
、
地

下
水
利
用
者
の
役
割
を
次
の
よ
う
に
定
め

て
い
ま
す
。

役
割

①
市
の
役
割

計
画
的
に
地
下
水
の
保
全
・
涵
養
の
た

め
の
施
策
を
実
施

②
市
民
・
事
業
者
の
皆
さ
ん
の
役
割

自
ら
地
下
水
の
保
全
・
涵
養
に
努
め
、

市
が
進
め
る
地
下
水
の
保
全
・
涵
養
の

取
り
組
み
へ
協
力

③
地
下
水
利
用
者
の
役
割

採
取
量
の
縮
減
に
努
め
る
こ
と
や
採
取

し
た
地
下
水
の
再
利
用
等

基
づ
き
策
定
す
る
も
の
で
す
。
年
間
約

６
０
０
万
㌧
減
少
し
て
い
る
地
下
水
位
低

下
に
歯
止
め
を
か
け
、
地
下
水
を
増
や
す

た
め
必
要
な
涵
養
策
と
、
そ
の
実
現
に
必

要
な
経
費
の
負
担
方
法
、
水
質
保
全
の
た

め
の
方
策
な
ど
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

国
で
も
昨
年
定
め
た
水
循
環
基
本
法
に

基
づ
き
「
水
循
環
基
本
計
画
」
を
定
め
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
流
域
ご
と
に
自

治
体
や
国
、有
識
者
な
ど
が
参
加
す
る「
流

域
水
循
環
協
議
会
」
を
設
置
し
、
複
数
の

自
治
体
に
ま
た
が
り
管
理
が
難
し
か
っ
た

河
川
を
流
域
単
位
で
一
体
的
に
管
理
し
ま

す
。

　

今
後
、国
、県
、近
隣
市
町
村
と
協
力
し
、

安
定
し
た
地
下
水
利
用
と
保
全
が
両
立
で

き
る
よ
う
事
業
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

麦後湛水の様子
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